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一
耽
曾
は
一
網
の
有
機
睦
に
し
℃
、
一
向
測
も
握
滞
す
る
乙
ご
な
く
日
に
新
に
し
℃
日
々
新
に
又
日
に
新
な
る
、
進
化

の
讃
程
に
め
る
も
の
な
り
。
之
を
産
業
な
る
見
地
よ
り
翻
た
る
所
謂
産
業
枇
舎
に
於
け
る
質
賦
よ
り
す
る
も
、
過
去

の
雄
一
選
に
徴
し
之
を
現
代
に
腕
る
に
、
時
去
り
時
来
り
一
制
度
興
り
一
制
度
廃
れ
、
読
ん
吋
柑
件
ん
付
其
極
ま
る
慮
を
知
ら

ま
る
が
如
き
も
、
之
レ
ι
大
観
す
れ
ば
一
路
よ
く
進
化
の
進
税
に
ゐ
る
新
墳
に
就
て
知
る
事
を
得
可
主
な
り
。

然
れ
ば
事
時
に
利
あ
れ
ば
猶
興
る
可
く
‘
時
に
逆
な
れ
ば
千
百
の
法
策
も
又
以
℃
如
何
ご
も
な
し
難

3
に
至
る
可

し
、
而
し
て
如
斯
き
は
赤
婚
に
時
代
の
暗
黙
遜
移
せ
る
、
期
携
の
治
息
を
明
示
せ
る
も
の
な
り
ご
一
式
は
止
る
可
ら

」
少
。
産
業
一
耽
舎
の
進
化
の
道
程
に
闘
し
℃
は
、
或
は
生
産
の
方
法
に
よ
り
、
或
は
生
活
の
事
情
を
基
本
記
し
℃
分
類
せ

ち
れ
し
も
の
あ
り
、
更
に
戒
は
変
換
の
性
質
に
闘
し
、
或
は
財
の
生
産
よ
り
消
費
に
至
る
過
程
の
差
異
に
関
し
.
分

類
せ
ら
れ
た
る
も
の
あ
り
。
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然
れ
jr
も
之
等
に
就
℃
論
究
せ
ん
ご
す
る
は
本
論
の
主
同
日
に
非
主
る
が
故
に
鼓
に
其
立
論
の
範
閣
を
更
に
限
定
し

産
業
一
耽
曾
進
化
の
一
現
象
f
」
し
℃
、
主
さ
し
て
工
業
経
倍
に
つ
き
其
進
化
を
越
ぺ
、
之
れ
に
艶
比
す
る
に
本
邦
製
総

工
業
殊
に
養
護
家
の
経
饗
す
る
組
合
製
総
の
麗
還
を
以
℃
し
製
締
工
業
の
費
達
経
路
を
明
に
す
る
芯
共
に
、
製
総
工

業
の
理
想
経
替
制
度
に
就
℃
論
究
す
る
に
便
に
す
可
し
。

工
業
経
営
の
進
化

往
古
に
於
て
は
五
日
人
々
類
は
拡
立
経
済
を
行
ひ
し
も

ω
に
し
て
、
生
産
及
川
い
消
費
に
関
し
何
等
調
立
の
組
織
な
く
.

所
謂
自
足
自
給
経
済
時
代
に
氏
族
或
は
家
族
を
単
位
ご
し
℃
生
活
せ
し
が
故
に
、
エ
は
め
り
し
も
未
だ
工
業
な
く
.

加
工
生
産
は
家
内
仕
事
な
る
形
式
を
以
て
行
は
れ
し
も
の
な
り

3
0

然
る
に
種
族
経
糠
の
崩
壊
、
技
術
の
進
歩
、
村
落
経
済
の
後
達
、
更
に
進
"
が
℃
都
市
の
成
立
を
観
る
に
至
る
や
、

加
工
生
産
は
鼓
に
一
業
態
を
形
成
す
る
に
至
b
、
途
に
は
之
主
管
利
の
組
織
た
る
工
業
た
ら
し

U
る
に
歪
れ
り
。

工
業
経
管
制
度
の
接
選
仁
闘
し
℃
は
、
事
者
に
よ
り
其
間
多
少
の
相
異
ゐ
れ
を
も
、
著
者
は
失
の
六
者
に
別
ち

〈
、
注
目
進
化
に
闘
し
℃
略
越
せ
ん
ご
す
。

但
し
如
期
き
工
業
経
楼
制
度
は
、
上
記
せ
る
各
時
代
に
特
に
接
達
せ
る
も
の
に
し
℃
、
此
時
代
の
流
轄
ご
共
に
全

〈
絶
減
せ
る
も
の
に
非
、
下
し
て
、
特
種
な
る
工
業
に
あ
り
で
は
永
〈
滞
留
す
る
も
の
な
る
之
さ
、
論
宇
る
の
要
な

3

所
な
り
。
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二
、
村
落
経
務
時
代
に
於
け
る
(
地
方
閤
鱒
経
務
)
賃
仕
事

一
二
、
材
落
経
済
時
代
よ
り
都
府
経
済
時
代
へ
の
過
渡
期
に
於
け
る

顧
客
生
産
な
る
手
工
業
(
代
金
仕
事
)

図
、
都
府
経
済
時
代
に
於
け
る
(
商
品
生
産
な
る
)
家
内
工
業

五
、
都
府
経
緯
時
代
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国
民
経
済
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渡
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け
る

マ
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ブ
ァ
ク
チ
ュ
ワ

l

(
協
業
)

六

、

閣

民

経

済

時

代

に

於

け

る

工

場

制

工

業

(
註
)
阿
山
口
口
一

5
・
内
凶
忌

i
出
口

g
z
r
g岡
山

2

4
己
主
耳
目
立
田
口

r
n
p
-
m
w・
5吋

認
お
『
同
w

附
門
賞

}Hl凶
)
担
田
町
内
昌
広
惨

H
H
E
-
閉
山
・

ω争
中

同

}
2
国
富
田
町
-o一回
N

C
Z
F
c
r
コ4
『

2
r

ロ
阿
世
田
回
目
口
九
回
話
。
門
戸
円
。
吋
九
日
}
凶

v
g
r
4
2円
r・

国
主
丘
三
宮
内
E
0
2
a
・
〈
2
F官
品
回
目
。
E
・

]
)
一

o
昌
p
p
c
h
p
w
g『
e

口
一
。
均
向
島
)
丘
町
・

賃
仕
事
ご
は
地
方
国
睦
内
に
於
け
る
村
落
自
給
自
足
経
済
時
代
に
、
之
が
畿
山
遣
を
腕
た
る
も
の
に
し
℃
、
加

工
業
者
は
需
要
者
よ
り
之
に
要
す
ゅ
の
原
料
の
供
給
な
受
け
、
一
定
の
報
酬
の
下
に
之
が
加
工
主
行
ム
も
の
な
り
ご
す
、

健
つ
℃
賃
仕
事
に
於
〈
は
該
業
者
は
生
産
上
何
等
の
創
見
を
加
ふ
る
事
を
得
、
d

る
も
の
に
し

τ.
消
費
者
は
全
く
生

産
の
指
揮
者
に
し
て
生
産
数
量
及
改
某
方
誌
を
授
く
る
が
故
に
、
志
だ
生
産
上
に
於
け
る
経
替
資
本
の
存
在
を
観
主

る
も
の
な
り
言
。

賃
仕
事
起
る
に
歪
っ
て
、
狭
義
に
於
け
る
自
給
自
足
経
済
破
れ
、
需
要
に
件
ム
供
給
の
便
加
は
り
、
技
術
の
進
歩
を

刺
戟
し
も
産
業
赴
曾
に
一
段
の
進
化
を
輿
へ
た
り
三
雄
も
、
賃
仕
事
に
於
℃
は
事
業
の
繁
関
常
な
主
事
に
加
ふ
る
に
、
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究

農
業
一
位
舎
の
遜
化
k
産
業
組
令
製
輔
の
堕
謡

第
一
一
一
線

七
ノ、

消
費
者
の
供
給
す
る
原
料
に
於
℃
精
粗
甚
じ
く
、
潟
に
加
工
に
堪
へ
河
口
る
も
の
ゐ
る
が
如
言
、
各
種
の
事
情
は
賃
仕

事
の
経
楼
難
を
旗
色
せ
し
京
の
あ
り
。
事
此
蕗
に
去
る
や
其
経
管
制
度
の
一
時
を
掠
し
、
代
金
仕
事
即
も
手
工
業
な

る
新
形
式
の
楼
議
乞
生
宇
る
に
至
れ
h
ノ。

ニ
芋
主
業
は
都
府
経
済
時
代
の
一
初
期
に
至
る
迄
、
最
も
其
隆
昌
吉
見
た
み
工
業
経
替
制
度
に
し
〈
、
之
に
あ
り

て
は
顧
客
の
注
文
を
待
ち
、
或
は
市
場
販
賓
の

E
的
を
以
て
、
自
家
の
鰹
倍
資
本
吉
自
家
の
技
術
才
揺
さ
を
以
℃
、

加
工
生
産
に
殺
事
す
る
執
の
な
り
。
如
新
が
故
に
代
金
仕
事
業
者
は
単
な
る
加
工
枇
労
働
者
に
わ
ら
守
し
℃
、
消
費
者

の
支
配
よ
り
腕
し
、
多
少
の
資
産
主
其
技
能
に
劃
す
る
信
用
を
有
し
、
従
り
℃
一
枇
曾
上
重
要
な
る
地
位
を
占
む
る
基

礎
を
得
る
に
至
れ
る
も
の
な
り
c

之
れ
手
工
業
者
が
作
業
上
、
助
手
及
び
徒
弟
を
使
用
し
、
所
謂
親
方
制
度
を
生
ヒ
都
市
に
於
け
る
同
職
業
者
が
同

職
組
合
を
組
織
し
、
政
治
上
に
も
頗
る
重
要
な
る
地
位
を
占
取
せ
し
事
情
を
以
℃
も
知
る
可
き
な
り
。

手
工
業
者
の
生
計
の
基
礎
は
、
主
ざ
し
℃
某
技
能
ご
顧
客
の
信
用
芭
に
存
し
、
生
産
品
及
び
原
料
の
商
業
取
引
上

の
利
議
に
あ
ら
診
る
が
故
に
、
現
今
に
於
け
る
企
業
さ
は
大
に
其
趣
を
異
に
せ
る
も
の
あ
り
、
伺
又
英
加
工
生
産
の

統
態
に
於
て
も
、
親
方
は
車
な
る
雇
主
又
は
監
督
者
に
非
下
し
て
、
自
ら
其
加
工
技
能
主
有
し
生
産
品
は
其
精
神
器

露
の
樫
化
せ
し
、
も
の
な
る
が
故
仁
、
経
替
形
態
の
如
き
も
甚
し
く
大
た
る
事
を
得
、
一
夕
、
各
其
技
術
を
誇
b
猫
立
の
気

風
に
宮
み
た
る
は
、
手
工
業
者
の
特
性
た
る
も
の
な
り

3
0

手
工
業
の
特
性
如
期
主
も
の
あ
る
が
故
に
、
手
工
業
は
其
生
産
口
聞
の
需
要
供
給
過
A
V
i
、
製
品
は
常
に
相
嘗
な
る

倍
格
を
以
℃
販
買
せ
ら
る
可

3
朕
態
の
下
に
接
蓮
す
る
も
の
に
し
J
L

、
之
が
震
に
は
車
場
の
確
定
せ
る
之
さ
、
競
争



者
の
増
加
せ
w
d
る
事
、
生
産
投
摘
の
進
歩
少
さ
」
事
等
を
、
存
立
の
保
件
芯
な
せ
る
も
の
な
ら
っ

手
工
業
は
如
期
が
故
に
も
狭
小
な
る
地
方
市
場
の
需
要
に
劃
し
て
、
最
も
有
利
に
怒
管
せ
ら
る
可
き
工
業
経
替
制

度
た
る
も
の
な

b
言
、
然
れ
む
も
都
府
経
済
盆
磯
山
連
し
‘
之
が
矯
め
市
場
順
次
に
護
大
す
る
や
、
一
つ
は
小
規
模
生

産
な
る
手
工
業
の
生
産
を
以
て
は
も
之
に
封
勝
し
難
き
に
去
る
さ
其
に
、
他
に
あ
り
℃
は
生
産
物
販
貢
に
謝
す
る
技

術
漸
く
重
を
加
へ
燕
れ
る
が
故
に
、
誌
に
生
産
ご
販
頁
ご
の
分
化
の
要
を
加
へ
、
新
く
し
℃
資
本
制
経
緯
を
要
求
す

る
の
端
緒
噺
〈
形
成
せ
ら
る
る
に
宝
れ
ら
c

一
回
一
家
内
工
業
は
諜
加
工
生
産
の
方
法
に
於
℃
は
、
を
く
手
工
業
に
於
け
る
も
の
Z
異
ら
旬
、
口
る
小
経
替
な
れ
昔
、
、

手
工
業
に
於
け
る
生
産
者
さ
消
費
者
三
の
直
接
変
渉
に
代
ふ
る
に
、
商
業
者
な
る
中
介
者
を
以
℃
せ
る
も
の
に
し
℃
、

矯
に
個
々
の
消
費
者
の
需
要
を
基
礎
芯
せ
旬
。
る
大
量
販
貢
を
目
的
さ
な
せ
る
も
の
な
り
。

即
ち
手
工
業
の
品
質
、
区
々
に
し
て
少
量
な
る
生
産
品
販
買
は
、
撲
大
せ
る
市
場
の
商
品
ご
し
℃
遁
嘗
せ
止
る
が
故

に
、
市
場
の
鏡
大
に
件
以
特
稽
な
る
商
企
業
者
の
接
生
を
促
し
た
る
も
の
に
し
℃
、
商
企
業
者
は
設
に
資
本
を
以
℃

生
産
品
の
綜
合
統
一
を
国
・
9
、
之
を
商
品
さ
し
て
市
場
に
提
供
す
る
に
至
れ
る
も
の
に
し
℃
、
加
工
生
産
ご
生
産
物

販
責
さ
は
設
に
於
℃
明
に
分
化
す
る
に
笠
り
し
な
り
。
然
れ
を
も
加
工
生
産
の
方
法
に
軍
り
f

し
は
、
器
械
の
藤
周
未

だ
躍
な
ら
守
凡
卸
業
柏
崎
ら
設
hJ
し
が
故
に
、
業
経
緯
は
全
く
手
工
業
ご
同
b
く
分
散
し
℃
行
は
れ
た
る
も
の
忍
b
3
0

雨
し
壬
生
産
品
販
買
機
関
芯
脅
し
J

し
は
、
家
内
工
業
者
の
一
人
を
し
℃
之
が
行
商
に
曾
ら
し
む
る
が
如
き
も
の
め
り
‘

或
は
家
内
工
業
容
が
販
貰
組
合
を
組
織
し
之
に
よ
っ
℃
製
品
の
統
一
を
行
仏
、
商
業
機
関
た
ら
し
む
る
も
の
ゐ
れ
せ

も
、
如
抑
制
雪
機
関
は
勤
も
す
れ
ば
機
敏
な
る
活
動
を
焼
く
事
ゐ
る
が
故
に
、
家
内
工
業
楼
達
す
る
時
は
商
莱
者
に
よ
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究
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り
℃
統
一
せ
ら
る
る
も
の
に
し
℃
、
所
謂
問
屋
制
度
は
如
斯
仁
し
て
費
生
せ
る
一
も
の
な
り
さ
す
J

家
内
工
業
に
於
け
る
問
尿
芯
家
内
工
業
者
ご
の
関
係
ど
観
る
に
つ
購
買
法
(
商
業
者
よ
り
云
ム
)
之
輔
し
工
業

者
は
自
ら
原
料
を
買
入
れ
、
自
己
の
器
具
を
以

τ製
造
販
貢
す
る
も
の
に
し
℃
‘
其
販
寅
に
嘗
り
℃
も
一
定
の
商
業

者
に
寅
渡
す
も
の
わ
ら
、
取
引
商
人
を
一
定
せ
示
し
℃
随
時
之
を
選
定
し
て
販
賞
す
る
蕊
の
ゐ
り
、
而
し
℃
之
等
の

者
に
あ
り
て
は
生
産
者
の
多
く
は
全
く
濁
立
の
地
位
を
保
持
す
る
も
の
に
し
℃
、
隷
層
的
関
係
少
き
も
の
な
り
ざ
一
五

は
止
る
可
ら
宇
。
二
、
手
間
賃
法
ご
鶴
し
家
内
工
業
者
は
問
屋
よ
り
原
料
或
は
器
具
の
供
給
を
受
け
、
個
数
梯
の
賃

銀
を
得
℃
加
工
に
締
事
す
る
も
の
あ
り
‘
之
等
の
も
の
は
殊
に
比
較
的
高
債
な
る
原
料
乃
至
は
器
具
を
用
う
る
加
工

生
産
に
多
3
も
の
に
し
て
、
之
に
あ
り
て
は
加
工
業
者
は
問
屋
に
隷
属
す
る
桂
皮
大
な
る
も
の
に
し
℃
、
所
謂
前
貸

制
度
ご
し
て
賃
銀
の
前
貸
な
ー
と
の
行
は
る
る
事
多
き
も
の
な
ら
。
一
ニ
‘
向
問
屋
制
度
の
後
達
に
件
以
、
問
屋
は
所
謂

下
請
人
を
使
用
し
、
在
接
家
内
工
業
者
さ
の
闘
係
を
た
ち
、
中
心
大
市
壌
に
於
け
る
大
量
販
貢
の
み
を
事
ざ
す
る
に

幸
一
る
も
の
に
し
℃
、
家
内
工
業
の
弊
害
た
る
接
汗
制
の
如

3
は
之
に
於

τ最
甚
し
き
も
の
な
り
Q

家
内
工
業
は
加
新
〈
並
(
鰐
勝
目
方
法
多
け
れ
を
も
、
商
業
者
が
個
々
の
工
業
者
の
生
産
品
を
統
一
し
、
以

τ比
較
的

大
市
場
に
供
給
す
る
に
於
壬
は
、
主
(
趣
を
一
に
せ
る
も
の
な
り
。

家
内
工
業
は
手
工
業
さ
工
場
制
工
業
さ
の
中
間
制
度
さ
も
解
す
可

3
も
の
に
し
て
、
英
経
皆
様
式
よ
り
し
て
主
ご

し
て
、
都
府
経
路
時
代
乃
至
は
都
府
経
済
時
代
よ
り
図
民
経
済
時
代
に
至
る
過
渡
時
代
に
行
は
る
可
き
も
の
な
り
c

囲

マ

ニ

斗

ブ

ァ

グ

ヂ

ユ

ワ

1
(
協
業
)
さ
は
語
の
示
せ
る
如
く
手
工
製
遊
ぞ
綿
す
る
も
の
に
し
て
、
此
工
業
材
料
替

制
陵
は
一
ケ
所
に
多
数
の
軌
労
働
者
?
集
合
せ
し
め
、
統
一
せ
る
指
揮
監
督
の
下
に
協
業
を
行
は
し
む
る
も
の
に
し



τ、
此
間
器
械
を
用
ム
る
事
な
き
は
、
之
が
工
場
制
工
業
さ
異
れ
る
特
徴
た
る
も
の
な
り
。

従
つ
℃
ザ
ユ
ュ
ヲ
ァ
ク
チ
ュ
ヲ

1
は
家
内
工
業
の
分
散
経
替
な
る
に
習
し
、
集
中
経
轡
を
な
せ
る
昔
、
の
ご
解
す
可

〈
.
之
に
よ
り
壬
締
り
経
済
上
の
統
一
を
な
す
の
み
な
ら
ポ
‘
技
術
の
統
一
を
も
行
ぴ
以
℃
能
率
の
増
進
を
企
闘
せ

る
新
工
業
制
度
な
り
さ
す
。

然
れ
を
も
該
経
償
制
度
は
、
外
国
に
於
で
も
其
時
期
比
較
的
短
わ
が
ち
し
も
の
に
し
℃
、
例
へ
ば
英
図
に
わ
り
℃

は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
時
期
は
之
が
会
感
時
代
な
り
し
も
、
幾
程
も
な
く
原
動
機
の
改
良
畿
明
に
よ
り
℃
接
せ
る
、
議

工
場
制
度
の
工
業
経
替
に
之
を
譲
る
に
一
宇
一
り
し
な
り
ο

然
れ
-w
」
も
マ

Y

ク
ス
は
マ
由
一
ュ
ブ
ァ
グ
チ
ェ
ヲ
ー
を
以
て
資
本
的
生
産
上
一
大
時
期
を
劃
す
可
き
も
の
さ
な
し
、

之
が
起
源
じ
就
℃
次
の
二
者
を
翠
げ
た
り
。

(
一
)
は
即
ち
異
り
た
る
濁
立
手
工
業
者
ぞ
、
一
資
本
主
の
命
令
監
督
の
下
に
於
け
る
一
定
な
る
仕
事
場
に
集
合
せ

し
む
る
魚
に
起
る
も
の
に
し
て
。
(
二
)
は
同
一
一
料
類
の
工
業
者
を
多
数
集
合
し
同
一
資
本
主
の
命
令
の
下
に
、
一
定

な
る
仕
事
場
に
於
℃
生
産
一
に
従
事
せ
し
む
る
事
よ
り
起
る
も
の
即
ち
之
4
b
、
故
に
マ
-
て
二
ノ
ァ
グ
チ
ュ
ヲ

1
の
根

本
形
式
に
は
、
相
互
的
聯
絡
J

ゆ
る
工
程
を
有
機
的
に
結
合
せ
る
有
機
的
マ
ニ
ュ
ア
ァ
ク
チ
ュ
ヲ

1

3
認
さ
山
田

oz

円
高
さ
え
P
E
C
吋
)
芯
、
鶴
守
一
せ
る
部
分
産
物
を
向
車
に
機
械
的
に
集
合
す
る
混
合
的
?
ニ
ュ
ア
ァ
グ
チ
ュ
ヲ

1
(同
氏
。
門
C
a

mso
民
g
c
p
r
Z
円
)
の
二
踏
み
り
さ
な
せ
り
。
(
詮
)

(
註
)
一
施
岡
徳
一
一
一
国
民
経
韓
議
話
一
一
一
一
一
七
i
一
一
回
闘

〕

r
H
R
H
U
H内
田
町

]Hi口
器
開
岳
山
丹
色
・
同
開
臼
・
巾

f
u
g
-戸印・
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(
問
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九
)

研

究

農
業
枇
舎
の
遜
化
b
」
産
業
組
令
製
総
の
種
選

第一一一説

七
九



第
三
十
入
念

(四一

O
)

研

究

産
業
弛
舎
の
進
化
、
宅
産
業
組
合
製
訴
の
謹
選

第
三
務

A 
Q 

思
ょ
に
手
工
業
に
失
?
に
、
商
企
業
者
に
よ
り
〈
指
噂
監
督
せ
ら
る
る
家
内
工
業
興
る
に
於
℃
は
、
加
工
生
産
者

は
全
〈
生
産
に
波
頭
し
得
ら
る
可
き
が
故
に
、
共
生
産
能
率
に
於
℃
も
増
進
せ
る
も
の
わ
る
可
き
は
明
な
り
.
然
り

さ
雌
も
手
工
業
よ
り
家
内
工
業
に
鑓
移
せ
る
も
芸
技
術
上
に
於
℃
は
何
等
異
る
蕗
な
が
り
し
が
故
に
、
家
内
工
業
の

稜
達
に
件
以
加
工
生
産
者
を
一
定
所
に
集
合
し
、
統
一
的
計
劃
の
下
に
資
本
的
経
替
を
行
弘
、
生
産
効
程
の
増
進
を

闘
φ

さ
共
に
、
生
産
物
の
品
質
の
改
良
を
園
ら
ん
ご
す
る
に
至
る
は
、
蓋
し
自
然
の
勢
な
る
べ
し
。

然
れ
ぜ
も
協
業
の
脱
税
生
さ
殆
ん
を
期
主
同
う
し
℃
、
工
場
制
工
業
後
遠
の
要
素
加
は
れ
る
も
の
あ
り
‘
従
つ

τ工

業
経
緯
制
度
さ
し
℃
の
協
業
は
極
め
℃
短
期
な
り
し
事
、
前
述
せ
る
所
な
ら
。

五
工
場
制
工
業
さ
は
企
業
者
が
自
己
の
資
本
を
以
て
設
備
せ
る
工
場
仁
、
自
由
契
約
に
基
き
℃
傭
入
れ
た
る
多

数
の
勢
働
者
を
集
中
し
、
器
械
に
よ
る
凡
卸
業
に
基
く
協
業
を
行
は
し
む
る
経
管
形
態
士
一
首
ふ
も
の
に
し

τ、
手
工
業

及
び
家
内
工
業
芯
異
b
i
加
工
生
産
は
完
全
に
家
族
経
済
の
影
響
よ
り
離
れ
た
る
、
経
済
上
技
術
上
金
く
猫
立
せ
る

経
接
形
態
芭
な
れ
る
も
の
な
り
。

而
し
て
マ
品
ュ
プ
7

ク
チ
ュ
ヲ
ー
さ
異
る
は
、
機
械
利
用
に
件
よ
分
業
に
基
〈
協
業
を
行
は
し
む
る
結
に
あ
り
ご

す
、
即
ち
工
場
制
工
業
は
家
内
工
業
の
分
散
的
資
本
経
替
に
暫
し
、
集
中
的
資
本
経
替
さ
稿
す
可
き
も
の
に
し

τ、

加
工
生
産
者
は
企
業
者
に
従
属
す
る
関
係
さ
な
れ
る
も
の
な
り
。

ヱ
場
制
工
業
は
産
業
革
命
の
結
果
、
機
械
利
用
の
普
及
に
刺
戟
せ
ら
れ
て
接
展
せ
る
も
の
な
れ
を
も
、
叉
機
械
を
利

用
す
可
き
資
本
主
義
経
糖
の
楼
達
に
、
其
根
挨
を
置
け
る
も
の
な
り
、
之
れ
即
ち
工
場
制
経
替
の
接
展
は
、
市
場
の
鏡

犬
、
勢
働
階
級
の
禁
生
、
企
業
家
の
存
在
、
資
本
の
増
大
、
機
械
的
生
産
の
接
達
、
等
の
諸
原
因
に
よ
る
も
の
な
る



を
以
℃
も
知
る
可
き
な
り
。

大
市
場
の
接
生
は
人
口
の
増
加
、
富
力
の
増
進
、
図
民
経
済
の
確
立
に
倖
へ
る
も
の
に
し
て
、
之
が
縛
め
品
質
の

一
定
せ
る
‘
部
も
生
産
の
確
貫
な
る
工
業
を
必
要
さ
な
す
に
至
る
ぺ
し
、
此
要
求
に
加
ム
る
に
人
口
の
増
加
ざ
共
に
、

勢
働
力
を
提
供
す
る
外
、
生
活
の
誌
な
さ
無
産
階
絞
の
後
生
わ
り
、
機
械
的
生
産
の
謙
一
連
ゐ
与
、
他
方
資
本
漸
く
増

大
し
実
利
用
容
易
さ
な
る
や
‘
之
等
の
事
情
は
迭
に
企
業
家
の
費
生
を
促
し
、
主
場
制
工
業
を
最
も
利
わ
り
さ
な
す

に
至
れ
る
な
り
。

工
場
制
工
業
の
接
蓮
は
、
品
質
の
一
砕
一
せ
る
生
産
品
を
多
量
に
、
而
る
比
較
的
廉
債
を
以
℃
生
産
し
得
る
ぎ
共
に
、

副
産
物
の
利
用
等
に
於
℃
完
全
を
期
す
る
の
利
盆
を
有
す
る
も
の
な
れ
を
も
、
崎
労
働
者
芯
企
業
者
さ
の
怒
隔
を
大
な

ら
し
り
る
の
み
忍
ら
や
、
勢
働
者
の
地
位
の
不
安
を
増
加
す
可
く
、
一
見
に
生
産
さ
需
要
さ
の
均
衡
を
失
し
、
経
済
的

恐
慢
を
燕
ら
し
む
る
透
四
を
多
か
ら
し
ひ
る
が
如
き
故
時
な
告
に
非
官
。

工
業
経
替
制
度
は
以
上
五
者
を
以
℃
略
遁
せ
る
が
如
く
‘
賂
に
産
業
磯
山
連
の
各
時
代
に
調
臆
し
℃
進
化
せ
る
も
の

に
し

τ、
自
足
自
給
経
済
時
代
に
あ
り
℃
は
‘
加
工
生
産
は
家
内
仕
事
を
以
℃
行
日
し
も
、
村
落
経
済
礎
達
す
る
い
れ

至
る
や
、
賃
仕
事
起
h
J
、
都
府
経
鴇
時
代
さ
な
る
や
、
手
工
業
費
展
し
、
次
で
家
内
工
業
よ
h

ソ
協
業
さ
な
り
、
岡
氏

経
路
時
代
芯
な
る
や
工
場
制
例
経
皆
吉
な
れ
り
。

市
し
℃
国
民
経
済
完
成
す
る
芯
共
に
、
度
く
海
外
諸
幽
芯
も
需
給
相
躍
守
る
が
如
く
‘
其
市
場
若
し
〈
鑓
大
す
る

や
、
工
業
制
ヱ
業
も
騒
次
に
其
性
質
を
縫
ヒ
イ
」
プ
ュ

1
へ
Y

の
所
謂
、
経
替
の
濃
化

(
g
z
o
σ
一件。ロ

N
8
5氏
。
ロ
)
乃

至
は
経
替
の
合
成

(HJoEoZ424
一5
m
g
与
を
以
て
、
比
新
時
運
に
誌
は
ん
芭
す
る
に
至
れ
り
。

第
一
一
一
十
入
品
位

(
四
一
一
)

研

，先手

y己

産
業
枇
舎
の
措
由
化
主
産
業
経
令
製
総
の
欝
逼

第
一
ニ
務

A 



第
三
十
入
品
位

(
四
一
二
)

研

究

産
楽
枇
向
日
の
借
地
化
b
」
態
業
組
令
製
紙
の
融
持
品
瑠

第
三
務

J¥ 

経
替
の
濃
化
さ
は
腕
謂
経
営
規
模
の
撲
大
ご
解
す
可
き
も
の
じ
し
て
、
経
営
の
合
成
ど
は
異
h
y

た
る
生
産
を
な
す

終
替
を
合
成
し
℃
、
経
持
す
る
も
の
之
な
ち
ざ
す
。
(
詮
〉

(
註
)
閲
一
工
業
政
策
上
品
位
二
九
四

l
ニ
九
五

回
以
担
ロ
守
宅
印
円
円
四
吋

r
g
r
ι
2
m
g胆
F44円
四
国
由
同
日
回
目

V
P
P
S
H

同
〈
切

f
r
R∞
ハ
吋
め
ロ
向
。
ロ
N
ι
2
句
。
ユ
OEF44rroHE口
出
)

} 

・・圃・a

製
総
工
業
経
営
の
迩
化

著
者
は
前
節
に
於
て
ヱ
業
経
替
の
進
化
に
就
℃
略
越
せ
り
‘
之
を
本
邦
製
続
ヱ
業
仁
親
る
仁
爾
来
養
麓
業
は
農
家

の
副
業
た
り
し
も
の
に
し
℃
、
産
繭
は
之
を
販
買
す
る
に
非
ホ
し
℃
手
用
器
臭
た
る
座
繰
乃
吏
は
足
踏
機
を
以
て
繰

総
し
‘
生
総
は
之
そ
自
家
用
ご
な
せ
る
も
の
な
り
さ
。
之
れ
全
く
家
内
仕
事
の
形
態
に
よ
れ
る
加
工
生
産
た
ら
し
な

ち
、
然
る
に
徳
川
中
世
以
来
絹
織
業
専
業
ご
し
て
稜
越
し
掠
る
や
.
生
総
も
亦
販
費
用
ざ
し
℃
製
繰
す
る
も
の
ゐ
る

に
至
り
、
生
総
市
場
は
矯
に
資
総
業
各
地
に
開
催
せ
ら
る
る
に
至
れ
ら
。

而
し
℃
宮
崎
に
於
け
る
製
総
業
は
、
金
〈
代
金
仕
事
の
形
式
を
円
以
℃
行
は
れ
た
る
も
の
に
し
℃
、
附
託
絹
織
物
業

ざ
密
接
な
る
関
僚
を
有
す
る
も
の
な
り
さ
。
例
へ
ば
岩
代
閥
掛
田
地
方
に
於
け
る
折
返
生
総
ご
川
俣
瀦
ニ
重
の
如

3
‘
上
野
園
前
橋
地
方
に
於
け
る
提
締
さ
桐
生
伊
勢
崎
の
絹
織
物
の
如

3
は
、
何
れ
も
此
制
度
を
以
〈
生
産
せ
ら
れ

た
る
も
の
な
り

3
0
然
れ
を
も
議
総
業
は
何
蕗
に
於
℃
も
副
業
芯
し
℃
行
は
れ
た
る
が
故
に
‘
手
工
業
制
度
に
件
へ

る
親
方
制
度
或
は
同
職
組
合
の
如
き
援
連
は
、
本
邦
議
総
業
に
が
、
て
は
之
そ
観
詮
る
も
の
な

hs。

然
る
に
時
代
の
進
歩
さ
共
に
之
等
の
手
工
業
的
製
紙
業
は
、
生
総
商
の
仲
介
に
よ
る
家
内
工
業
ざ
な
れ
る
も
の
に



し
℃
、
折
返
生
続
、
提
緑
等
は
何
れ
も
前
越
せ
る
家
内
工
業
に
於
け
る
購
買
法
を
以
壬
生
総
商
之
聯
絡
す
る
形
式
を

ざ
る
に
至
れ
り
。

然
れ
を
も
此
慮
に
祭
が
け
製
絡
な
る
経
笹
口
式
を
以
℃
、
家
内
工
業
製
紙
を
行
ふ
も
の
わ

9
、
即
ち
釜
が
け
製
総
に

あ
り
て
は
、
製
紙
勢
働
者
は
釜
が
け
企
業
者
よ
り
原
料
繭
の
支
給
を
受
け
、
一
定
せ
る
繰
締
賃
銀
契
約
の
下
に
繰
綿

を
行
よ
も
の
に
し
℃
、
手
工
業
に
於
け
る
賃
仕
事
に
類
す
る
経
替
式
ご
も
観
ら
る
れ
企
も
.
家
内
工
業
ざ
し
て
手
間

賃
法
を
行
へ
る
・
も
の
な
り
ず
」
解
す
る
を
査
官
ご
な
す
可
し
。

釜
が
け
製
総
は
機
業
地
域
は
生
総
市
場
に
近
接
せ
る
地
方
に
行
は
れ
し
も
の
に
し
℃
、
此
制
度
に
あ
り
℃
は
、
経

替
者
よ
り
一
式
よ
時
は
固
定
資
本
を
要
す
る
事
僅
少
に
し
℃
、
而
も
比
較
的
大
経
替
を
行
ム
事
を
得
可
く
、
市
況
の
好

否
に
よ
h
業
経
営
の
讃
張
、
若
し
く
は
縮
少
等
任
意
な
る
が
如
き
利
盆
を
有
せ
し
が
故
仁
、
拾
ヶ
年
以
前
の
頃
に
至

る
迄
地
遺
生
締
目
的
の
製
続
経
勝
目
さ
し
て
、
之
が
存
績
を
見
た
る
も
の
な
り
さ
。

然
れ
を
も
此
制
度
に
あ
り
で
は
‘
動
も
す
れ
ば
需
要
さ
供
給
さ
の
関
英
機
衡
を
失
す
る
事
ゐ
る
が
故
に
、
目
下
の

市
況
に
臆
ヒ
〈
生
産
額
を
増
減
す
る
が
如
き
は
、
お
一
く
不
可
能
な
る
事
た
る
さ
共
に
、
製
品
の
不
整
一
又
甚
し
く
、

時
あ
り
て
か
附
労
働
者
の
不
正
手
段
に
よ
り
、
原
料
繭
に
於
て
或
は
総
量
上
に
於
て
、
減
損
h
q
」
蒙
る
が
如
b
d
蹴
賭
な
し

さ
せ
下
。
(
詮
)

(
註
)
拙
著
製
綿
経
消
論
九
一
ニ
l
f
九
大
支

弦
に
於
J

し
か
之
等
の
銚
踏
を
補

μ
，
手
用
器
且
(
た
る
庫
銀
を
以
て
製
緑
樹
率
の
増
迭
を
国
ら
ん
ご
せ
し
は
、
即
ち

製
続
協
業
制
度
の
醸
用
に
ゐ
り
ご
す
、
蓋
し
了
一
ュ
ブ
ァ
ク
チ
ュ
ワ

1
の
制
度
は
本
邦
に
於
℃
も
其
例
詮
少
け
れ
を

第
一
一
一
十
八
谷

(
四
一
三
)

w. 
究

産
業
批
舎
の
港
化
主
産
業
組
令
製
絡
の
接
選

第
三
時
腕

A. 



第
三
十
入
品
位

(
四
一
四
)

研

究

産
業
絃
舎
の
護
化
&
農
業
純
合
製
繊
の
盤
滋

第
三
務

入
国

也
、
製
総
工
業
の
如
く
機
械
力
の
鰭
用
少
き
も
の
に
あ
り
℃
は
、
絡
に
之
に
遁
臆
す
可
き
形
式
を
認
む
る
る
の
ゐ
り
J

例
へ
ば
前
橋
地
方
に
於
℃
明
治
廿
年
迄
行
は
れ
し
七
輪
ぜ
り
の
如

3
.
或
は
京
都
府
下
綾
部
困
部
地
方
に
、
明
治
四

十
年
頃
迄
其
経
俸
を
見
た
る
煙
気
せ
り
の
如
言
、
或
は
現
A
1
養
語
家
産
業
組
合
製
総
の
一
経
営
式
ご
し
℃
行
は
る
る
‘

持
寄
製
綿
の
如
き
は
、
其
接
、
連
上
多
少
の
相
異
ゐ
れ
せ
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ァ
ク
チ
ュ
ヲ

1
或
は
之
に
類
す
る
経
営
制
度

た
る
吋
も
の
な
り
。

前
橋
地
方
の
如
く
機
業
地
に
近
く
生
一
線
市
場
を
有
す
る
(
月
六
才
図
、
九
生
総
市
場
開
催
)
先
縫
製
綿
地
に
ゐ
り

で
は
、
早
く
よ
り
事
業
製
紙
業
者
を
生
ヒ
た
る
も
の
に
し
て
、
彼
等
は
自
家
に
数
墨
乃
至
は
数
十
一
盛
の
鹿
繰
を
据
附

け
嶋
労
働
者
を
入
れ
℃
所
謂
墓
所
工
場
を
以
て
製
総
業
を
行
ひ
し
も
の
な
り

3
0然
ゐ
に
英
経
畿
の
進
歩
す
る
に
従
び
.

繰
綿
援
は
七
輸
の
炭
火
を
以
℃
各
自
に
之
を
管
理
せ
し
む
る
も
‘
繰
事
は
之
主
連
結
し
℃
入
力
乃
査
は
水
力
を
以
℃

回
轄
せ
し
む
る
、

mm
謂
(
七
輪
JW」

h

リ
)
を
案
出
す
る
に
至
れ
り
。

京
都
府
下
に
於
℃
行
は
れ
し
煙
集
合
り
製
紙
は
繰
綿
湯
を
も
同
一
寵
に
よ
る
火
力
を
以
〈
作
れ
る
も
の
に
し
℃
、

七
輪
せ
り
製
綿
に
比
し
更
に
一
段
の
進
境
に
あ
る
も
の
な
ら
ご
す
。
(
詑
)

(
詰
)
拙
著
製
総
経
溌
論
八
七

i
入
入
頁

而
し
て
養
議
業
家
産
業
組
合
に
於
け
る
持
寄
製
綿
は
、
其
技
術
的
関
係
に
於

τは
‘
全
く
工
場
制
器
械
製
綿
に
範

を
採
れ
る
も
の
な
れ
を
も
、
業
経
倍
賞
質
に
於
て
は
、
司
会
〈
比
マ
-
一
ュ
ア
7
F
/

チ
ュ
ヲ
ー
に
依
れ
る
も
の
な
り
之
れ

後
輩
更
に
詳
説
す
る
所
わ
る
可
し
。

本
邦
工
場
制
製
総
工
業
は
、
明
治
三
年
六
月
前
橋
藩
主
松
平
誼
克
設
が
製
続
改
良
の
目
的
を
以
℃
、
前
橋
大
渡
に



瑞
西
式
製
総
工
場
を
創
設
せ
る
を
嘱
矢
さ
な
し
、
後
明
治
五
年
十
一
月
勧
業
寮
富
岡
製
紙
場
設
立
せ
ら
れ
、
器
械
製

締
の
範
を
示
せ
る
も
の
あ
り
。

爾
来
之
に
倣
ふ
も
の
漸
く
多
く
、
殊
に
日
清
白
露
の
雨
戦
役
後
工
場
制
器
械
製
総
工
業
頓
に
増
加
し
、
日
清
戦
後

の
五
ヶ
年
(
二
七
i
一
一
二
)
卒
均
に
於
℃
器
械
生
締
の
産
額
全
産
総
額
に
習
し
五
割
二
分
を
占
め
し
も
の
‘
日
露
戦
後

の
五
ヶ
年
平
均
(
三
七
i
四
一
)
に
於
℃
は
六
割
四
分
ざ
な
り
、
最
近
(
大
正
十
一
年
)
に
於
℃
は
質
仁
会
産
総
額
の
八

割
七
分
は
、
器
械
製
紙
を
以
℃
占
む
る
有
様
さ
な
れ
り
、
今
之
を
工
場
数
及

α繰
続
釜
款
に
就
℃
観
る
時
は
買
に
弐

表
示
せ
る
が
如
き
も
の
あ
り
。
器

械

製

総

座

紋

裂

統

1
1
1

、f
i

l

l

-

n

g

J

、色、

'
r
i
l
l
-
-

工

場

数

釜

数

工

場

数

釜

数

二

六

二

、

六

O
二

八

五

、

九

八

入

六

O
一
一
九
二
六
九

二
九
一
一
、
二
八
一
一
一
二
一
一
O
、

七

五

三

六

一

七

四

七

、

五

一

四

一
一
一
一
一
一
一
一
、
O
七

二

二

一

二

、

一

六

六

五

九

七

五

五

、
O
二二

三
八
二
、
一
一
一
二
O

一

二

八

二

五

二

六

O
四

八

O
J一四九

四
一
一
一
、
三
入
五
一
五
一
一
一
、
七
七
一
三
九
九
一
九
、
三
五
四

四
四
一
一
、
四
九
一
一
八
三
、
二
五
五
四
五
一
一
一
一
四
、
回
大
入

四
一
一
、
ニ
ム
ハ

ο
一
九
七
、
一
一
一
一
一
一
五
九
二
一
、
九
四
六

七

一

一

、

六

八

O

二

六

入

、

二

五

六

九

四

一

、

七

二

六

一
O

一

一

、

六

九

三

二

九

一

、

九

五

九

三

四

九

O
九

註
座
緩
足
踏
何
れ
も
十
釜
以
上
の
も
の
に
就
て
の
み
示
ぜ
る
も
の
な
り
G

主f‘
次

工

|量
足
踏
製
総
釜

一一一六一一
二八一
四
七
九
四三一一一

四
五
三
一
四
八

数

ニ
O
Jニ
七
一

玉、
0
0
一

八
、
六
六
五

七、一一一一」一

七
、
四
二
五

二、五九一一一

第
一
一
一
十
八
巻

究

農
業
一
位
舎
の
進
化
、
在
産
業
組
合
製
総
の
盤
透

本
邦
生
鯨
貿
易
の
楼
達
ご
並
(
に
‘
製
総
工
業
界
に
於
け
る
経
管
の
礎
化
も
、
明
に
之
を
認
め
ら
る
る
も
の
に
し
℃
、

八五

(
四
一
五
)

jif干

第
三
務



第
一
一
一
十
入
念

(
四
一
六
》

f;;F 

タE

産
業
社
舎
の
沼
化
占
産
業
縄
令
製
綿
の
雄
一
滋

第一一一波

.i"¥ 
ノ、

次
表
示
せ
る
が
如
〈
百
乃
至
五
百
釜
の
製
総
工
場
著
し
〈
増
加
せ
る
に
反
し
、
十
乃
至
五
十
釜
の
小
経
借
は
、
絹
針

裁
に
於
℃
も
順
次
減
少
せ
り
。

年

次

一

口

乃

至

吾

釜

吾

乃

至

一

口

口

公

正

一

口

口

乃

至

き

口

釜

五

0
0
釜

以

上

計

二

六

ニ

二

二

九

三

四

九

一

一

ご

一

一

一

二

」

ハ

O
ニ

二

九

一

、

四

入

O

五
O
九

二

七

三

一

一

一

一

一

、

二

八

一

一

一

一

一

一

三

一

、

二

六

九

五

二

三

ニ

二

六

一

入

二

、

O
七
ニ

コ

一

八

一

、

四

二

三

五

八

六

三

O
四

七

二

、

三

二

O

四

一

一

、

三

一

一

一

九

六

三

一

回

O
O

一
五
一
一
、
一
一
一
八
五

四

四

一

、

四

二

一

一

六

一

五

回

一

一

一

回

ニ

O

ニ
、
四
九
一

四

一

、

一

回

三

六

一

四

四

六

三

四

O

一
二
二
六

O

七

九

八

四

八

九

二

七

三

五

六

九

二

、

六

入

。

一
O

九

六

四

七

九

六

八

四

一

九

二

一

一

、

六

九

三

而
し
て
如
新
き
終
盤
百
の
濃
化
さ
共
に
、
繰
紘
一
釜
営
り
生
産
生
総
額
に
於
℃
も
‘
次
表
示
せ
る
が
如
く
著
し
き
増

加
を
一
示
せ
ち
、
之
れ
全
く
工
場
制
度
に
よ
る
分
化
に
件
よ
協
業
の
利
益
を
享
受
せ
る
が
潟
な
り
さ
す
。

繰

紘

一

釜

蛍

生

産

生

総

額

年

火

器

械

製

訴

庖

緑

製

綿

ハ

斤

)

一

年

次

二

六

一

一

一

九

一

一

二

一

四

回

二

九

一

一

一

九

一

九

一

四

三

三

四

入

二

七

一

七

一

一

一

八

六

O

一

一

一

一

一

O

四

一

六

五

三

七

一

前
一
一
一
表
は
何
れ
も
会
岡
製
線
工
場
調
査
表
白
第
一
項
透
第
九
項
よ
り
抽
出
。

器
械
製
絵
七
七
九
O

一
一
一
一一一一一一一

座
続
製
総
(
斤
)

四
人
ムハ一六入

六
七



知
期
〈
圏
民
経
携
の
完
成
さ
共
に
、
本
邦
制
高
線
工
業
も
工
場
制
経
俸
を
最
も
利
の
り
さ
な
し
、
之
に
移
・
0
経
替
の

濃
化
さ
生
産
の
増
加
さ
を
来
せ
る
の
み
な
ら
宇
、
最
近
に
於
℃
は
経
替
の
合
成
、
或
は
企
業
の
合
一
さ
し
℃
議
種
製

造
、
踊
練
漂
泊
、
臨
油
搾
出
、
石
鹸
製
造
、
或
は
一
見
に
絹
締
紡
績
、
倉
庫
、
繭
給
食
料
、
銀
行
等
の
乗
替
を
も
生
ヤ

ろ
に
望
、
り
、
時
貯
に
世
界
市
場
に
輸
出
す
る
生
綿
製
活
工
業
芭
し
℃
の
立
脚
地
を
建
設
す
る
に
至
れ

9
0

品
内
問
に
蕗
し
て
企
業
補
助
形
態
た
る
義
諸
家
産
業
組
合
製
続
は
、
如
何
な
る
援
還
を
な
せ
る
や
.
之
を
節
主
改
め

て
論
甘
ん
ざ
す
る
所
な
ら
。

養
護
家
産
業
組
合
製
総
の
愛
護

養
護
家
産
業
組
合
製
絡
は
、
明
治
十
一
年
よ
り
数
ヶ
年
の
簡
に
上
野
園
西
南
部
な
る
碓
氷
甘
巣
南
郡
の
地
方
に
組

織
せ
ら
れ
た
る
、
碓
氷
甘
楽
の
雨
枇
を
鳴
矢
ご
な
し
、
爾
来
年
を
関
み
す
る
事
五
十
年
商
も
此
間
本
邦
杜
曾
経
緯
の

稜
達
頗
る
偉
な
る
も
の
あ
り
し
が
故
に
、
開
明
義
の
接
選
亦
著
し
き
も
の
あ
り
。

安
政
六
年
横
演
の
間
滞
さ
共
に
、
海
外
貿
易
開
け
‘
生
総
の
轍
出
閥
次
に
増
加
す
る
や
、
先
進
諸
総
業
地
に
於
℃
は
、

生
締
商
及
び
専
業
製
続
業
者
課
事
業
を
捷
張
し
‘
前
者
は
定
期
開
催
の
生
総
市
場
に
於
て
、
養
護
家
の
家
内
工
業
製

緑
の
産
物
た
る
生
総
主
購
入
し
、
後
者
は
前
越
せ
る
が
舶
会
マ
ニ
ュ
ヌ
ァ
ク
チ
ュ
ヲ
ー
の
制
度
等
を
以
℃
、
多
量
生

産
を
企
闘
す
る
に
至
れ
り
、
官
時
工
場
制
器
械
製
総
業
未
だ
騒
な
ら
守
‘
従
っ
て
養
藷
家
は
一
五
(
産
繭
を
原
料
ご
し
て

自
家
に
於
℃
製
給
す
る
を
本
館
芯
な
し
、
之
を
販
買
す
る
は
寧
ろ
異
教
の
事
た
り
し
な
り
。

如
新
主
事
情
は
共
同
揚
返
、
共
同
販
貰
を
目
的
ご
せ
る
養
護
家
製
総
組
合
の
棲
生
を
促
せ
る
も
の
に
し

τ
、
義
諸

第
三
十
入
会

ハ
四
一
七
)

jiJf 

究

産
業
枇
舎
の
準
化
左
農
業
組
A
官
製
訴
の
接
選

第一一一銭

^ 七



第
三
十
入
品
せ

(
四
一
八
)

E汗

究

産
業
社
舎
の
進
化
主
産
業
組
令
製
絡
の
接
選

第
三
時
榊

八
入

家
は
自
家
の
原
料
を
自
家
の
勢
力
を
以
℃
繰
総
し
、
之
を
小
枠
の
ま
ま
組
合
に
℃
設
立
せ
る
一
品
繰
待
選
併
に
迭
置
し
‘

一
定
口
問
別
の
下
に
混
同
し
℃
共
同
販
資
材
な
す
に
至
れ
る
も
の
な
り
、
掃
し
℃
期
る
共
同
組
合
が
授
、
達
す
る
更
に
之

等
が
聯
合
し
て
共
同
販
買
を
な
す
聯
合
曾
を
組
織
す
る
に
至
る
は
自
然
の
畿
な
り
、
碓
氷
一
枇
、
甘
楽
枇
、
下
仁
田
枇

等
は
何
れ
も
如
斯
き
聯
合
に
該
宮
す
る
、
も
の
な
り
Z
す。

か
か
る
経
湾
事
情
の
下
に
説
明
生
せ
る
組
令
製
綜
は
.
時
代
の
越
化
ご
共
に
賞
に
突
の
如
き
各
階
梯
を
経
℃
、
現
斌

を
観
る
じ
歪
れ
る
な
り
。

在
自
甫
三
世
式
組
合
製
紘

著
者
が
警
南
三
枇
式
組
合
製
総
ご
し
て
論
述
せ
る
は
、
会
く
前
述
せ
る
が
如
き
義
説
家
が
座
繰
を
以
℃
製
締
せ
る

副
業
的
家
内
工
業
の
共
同
揚
返
、
共
同
販
責
組
合
を
稀
す
る
も
の
な
り
。

常
時
生
総
の
海
外
輸
出
漸
〈
加
は
り
し
も
、
閣
内
交
知
機
関
未
だ
謙
一
連
せ
歩
、
金
融
機
関
未
だ
完
全
な
ら
ふ
y
.
闘

民
経
榛
未
だ
完
成
せ

w
d
b
し
が
故
に
、
如
新
吉
家
内
工
業
の
制
度
主
以
℃
経
笹
せ
る
揚
返
販
寅
組
合
は
最
も
時
宜
に

趨
せ
る
も
の
な
り
し
な
り
、
即
ち
組
合
は
前
管
制
工
業
に
於
け
る
商
業
者
の
位
置
に
嘗
れ
る
も
の
に
し

τ、
組
合
員

の
出
枠
(
出
荷
)
の
程
度
及
川
ω
信
用
扶
態
等
に
嬢
ヒ
て
資
金
の
前
貨
を
行
へ
る
も
の
な
り
さ
。

碓
氷
祉
、
甘
礎
一
祉
、
下
仁
田
一
耽
(
上
州
南
三
一
耽
さ
総
稀
す
蓋
し
上
州
南
部
に
わ
る
を
以
て
な
り
)
の
創
立
せ
ら
れ
し

官
時
は
‘
み
ム
〈
如
新
き
経
笹
戒
態
な
り
し
も
の
な
り
、
蓋
し
之
等
の
地
方
は
古
〈
よ
与
座
繰
機
を
以
℃
、
所
謂
上
州

提
続
を
生
産
し
、
安
中
宮
同
等
の
生
総
市
場
に
搬
出
し
℃
、
更
に
中
心
市
場
た
る
前
橋
に
於
て
桐
生
足
剥
等
の
機
業

潜
に
販
頁
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
き
c

然
る
に
生
綜
の
外
岡
輸
出
加
は
る
じ
至
る
や
、
之
が
士
質
問
貝
取
引
上
に
於
て
も
、



加
工
生
産
上
に
於
℃
も
、
弊
風
漸
〈
生
七
、
総
債
低
落
し
、
義
語
家
の
政
盆
減
少
し
、
明
治
十
年
頃
さ
な
る
や
桑
園

襲
ヒ
て
菱
岡
た
ら
ん
ざ
す
ろ
悲
境
さ
な
れ
る
が
鴻
め
、
鼓
に
其
改
善
策
ざ
し
℃
生
統
合
同
販
貢
園
臆
の
組
織
を
昆
た

る
志
の
な
・
9

0

(

詮
〉

(
註
)

惜
地
氷
祉
机
桐
卒

明
治
十
一
年
五
月
上
野
国
碓
氷
郡
磯
部
村
に
創
立
、
同
年
八
月
開
業
。
同
十
二
年
本
枇
た
確
氷
郡
阪
市
町
に
移
鱒
L
、
事
業
ル
披
張
す
。
同
四

十
一
一
一
年
産
業
組
令
法
よ
り
.
有
限
責
任
信
用
版
資
組
令
聯
令
舎
碓
氷
一
位
主
改
燃
す
。

甘
鶏
枇
沿
革

明
治
十
一
年
上
州
提
総
粗
製
滋
迭
の
弊
風
矯
正
ル
以
て
、
各
町
村
揚
返
工
場
ル
設
立
ぜ
し
は
木
祉
の
前
身
な
り
。
何
十
三
年
五
月
北
甘
楽
製
総

合
枇
た
組
織

L
、
事
務
所
た
富
岡
町
に
設
く
じ
同
四
十
三
年
六
月
産
業
組
合
法
に
よ
り
‘
有
限
責
任
信
用
版
資
組
令
聯
令
舎
甘
梁
祉
主
改
稿
す
。

下
仁
同
社
浩
平

明
治
二
十
六
年
北
甘
楽
郡
応
山
村
以
西
二
十
七
組
A
H
甘
幡
市
枇
よ
り
分
隊

L
、
下
仁
同
一
枇
ら
組
織
す
。
同
四
十
一
一
一
年
産
業
組
合
法
じ
よ
り
、
有
限

責
任
信
用
版
責
組
令
聯
令
令
下
仁
田
一
般
と
改
蘇
寸
。

碓
氷
社
要
聞
耳
、
甘
楽
祉
事
蹟
蹴
臨
見
、
下
仁
田
社
浩
平
よ
り

如
斯
き
組
合
の
経
笹
朕
態
は
製
紙
業
未
だ
一
分
化
せ

E
hリ
し
皆
時
に
め
り
て
、
議
総
業
者
(
養
護
家
)
が
粗
製
濫
遣
を

防
ぎ
‘
荷
嵩
を
増
加
し
、
以
℃
有
利
な
る
取
引
を
な
3
ん
が
矯
め
組
織
せ
る
も
の
に
し
て
、
各
一
〈
企
業
の
補
助
々
成

を
目
的
ざ
し
て
起
れ
る
も
の
に
し
℃
、
揚
返
束
装
の
如
き
一
部
の
加
工
を
行
へ
る
も
の
な
り
し
が
故
に
‘
生
産
業
組

合
(
町
円
C
白
ロ

E
O
E
m
s
c
m
m
g
m
D
r
p
p
)
に
嘗
る
も
の
な
り
。

然
る
に
時
代
の
進
歩
さ
共
に
、
専
業
製
総
業
が
或
は
組
合
聯
合
を
以
℃
、
或
は
工
場
制
度
の
採
用
を
以

τ‘
随
次

第
三
十
八
会
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業
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b

」
産
業
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究

産
業
社
舎
の
進
化
、
P

」
産
業
組
令
製
綿
の
趨
選

第
三
時
抗

九
O 

に
接
達
し
来
る
や
、
養
資
家
の
産
繭
も
轡
繭
ご
同
時
に
商
品
化
す
る
に
至
り
、
繭
の
寅
買
取
引
を
生
守
る
に
至
れ
ら
。

如
期
き
議
総
業
に
於
け
る
経
侍
の
分
化
は
、
大
局
よ
り
す
る
時
は
議
総
業
の
進
歩
接
達
に
資
す
忍
蕗
大
な
り
し
も
、

地
方
的
事
情
に
よ
り
、
或
は
叉
業
過
渡
期
に
際
し
℃
は
、
其
間
弊
害
を
生
ポ
る
事
大
ぷ
る
も
の
あ
り
し
が
故
に
、
養

護
家
制
捜
縁
組
合
は
期
せ
ム
ず
し
て
其
効
用
を
礎
揮
す
る
に
至
れ
る
な
ら
。

商
し
℃
如
斯

3
組
合
製
綴
の
接
連
は
、
組
合
創
始
以
来
明
治
一
一
一
十
年
代
頃
迄
の
栴
況
な
り
ざ
す
c

織
れ
や
」
弘
一
方

生
総
の
外
岡
貿
易
議
接
展
す
る
芯
共
に
、
他
方
脳
民
経
済
完
成
す
る
や
、
製
締
業
亦
工
場
制
度
を
有
利
ご
在
す
に
宝

b
し
が
故
に
、
設
に
組
合
製
締
は
其
経
替
方
法
を
一
一
特
せ
診
る
可
ち
ま
る
に
至
れ
り
。
(
詑
)

=
新
南
三
赴
式
組
A
官
製
総

新
商
三
世
式
組
合
製
繰
さ
は
前
述
せ
る
が
如
〈
、
士
一
ュ
フ
ァ
グ
チ
ュ
ワ

1
に
似
た
る
経
管
制
度
を
採
れ
る
も
の
を

一
五
よ
も
の
な
り
‘
郎
ち
組
合
員
は
其
共
同
出
資
を
以
℃
器
械
製
総
工
場
を
新
設
し
、
此
共
同
生
産
設
備
の
下
に
ゐ
り

τ、
自
家
の
産
繭
を
涼
料
さ
し
自
家
の
勢
力
を
以
て
繰
綜
す
る
ホ
の
に
し

τ、
之
れ
即
ち
持
忠
則
一
製
総
の
名
鴻
の
起
れ

る
所
以
な
り
さ
す
。

由
来
製
綜
工
業
に
於
て
は
器
械
の
臨
応
用
極
め
て
少
き
が
故
に
.
期
る
持
寄
製
続
な
る
制
度
を
整
へ
た
ら
芭
雄
唱
、

分
業
に
基
く
協
業
際
用
の
範
国
極
め
て
少
〈
、
錦
に
此
制
度
は
7

-

一
ュ
ア
ァ
ク
チ
ュ
ワ

1
に
頗
る
類
似
せ
る
も
の
な

り
さ
抑
制
す
る
も
過
一
言
に
非
公
る
可
し
、
之
を
法
規
の
取
扱
以
上
よ
り
翻
る
も
、
持
寄
製
綿
に
調
し
℃
は
何
等
工
場
法

の
制
裁
な
さ
を
以
て
も
知
る
可

3
な
り
。

蓋
し
持
寄
製
緑
の
出
願
せ
る
は
、

一
つ
は
経
務
事
情
が
如
新
車
工
場
制
度
の
経
替
を
有
利
克
ら
し
め
た
る
駐
に
あ



る
も
の
に
し
て
、
他
は
工
場
制
器
械
製
綿
な
り
さ
躍
も
何
等
専
閣
は
的
器
械
力
の
鷹
用
f

」
稽
す
可
き
に
非
主
る
も
の
に

し
℃
田
簡
に
あ
り
て
も
容
易
に
模
倣
経
替
じ
得
可
主
が
故
に
如
斯
き
施
設
を
な
せ
る
も
の
な
り
ざ
す
。

原
料
繭
持
寄
製
絡
は
、
群
馬
膝
北
甘
楽
部
磐
β
材
に
於
け
る
磐
芦
組
(
嘗
時
甘
楽
一
枇
所
属
)
に
於

τ行
へ
る
を
鳴
矢

f

」
な
せ
る
も
の
な
れ
ぜ
も
‘
此
制
度
が
時
代
の
要
求
ざ
し
℃
起
る
に
去
り
し
は
、
明
治
四
十
年
頃
よ
り
の
事
に
し

τ

碓
氷
甘
楽
下
仁
田
各
敢
に
所
属
淘
す
る
組
合
中
よ
り
如
期
予
器
械
製
総
工
場
を
設
立
す
る
も
の
順
次
に
顕
れ
燕
り
し
な

苛り。
而
し
て
下
仁
田
吐
所
属
馬
出
生
産
販
貰
組
合
は
通
時
運
に
よ
れ
る
改
革
。
魁
を
な
せ
る
も
の
な
り
さ
ο

原
料
繭
持

寄
組
合
製
綿
た
る
新
南
三
枇
式
鯨
替
は
‘
工
場
制
度
の
形
骸
を
採
用
し
た
れ
を
も
、
英
の
鰐
替
の
根
本
に
歪
り

τは‘

醤
南
一
ニ
一
枇
式
経
替
ご
同
ヒ
く
組
合
の
企
業
補
助
々
成
形
態
ご
し
℃
の
、
生
産
業
組
合
た
る
も
の
な
り
し
な
り
。

而
し
℃
助
制
度
に
あ
り
℃
は
‘
生
産
生
総
の
品
質
を
向
上
せ
し
め
、
生
産
量
を
増
加
せ
し
め
‘
之
を
戸
別
座
繰
製

続
時
代
に
比
す
れ
ば
、
比
較
的
品
質
の
膏
一
を
な
し
得
た
る
事
等
の
、
利
盆
を
賛
せ
る
も
の
あ
り
き
。

然
れ
を
屯
助
制
度
に
あ
り
て
は
、
組
合
員
各
自
が
自
家
の
原
料
繭
ど
持
寄
り
℃
、
自
家
の
勢
力
を
以
℃
繰
総
す
る

も
の
な
る
が
故
に
、
或
は
出
資
金
子
』
繰
続
釜
の
利
用
に
於
て
、
或
は
自
家
の
原
料
に
就
℃
繰
緑
す
る
も
の
な
り
さ
の

自
負
心
に
よ
り
て
、
工
場
管
理
上
甚
し
く
困
難
を
戚
や
る
に
至
れ
り
。
両
し
壬
此
主
要
な
る
原
因
は
原
料
繭
ご
繰
総

勢
力
ご
の
簡
に
於

τ
、
何
等
の
分
化
な
き
に
依
り
て
、
然
る
も
の
な
り
さ
解
す
可
き
な
り
、
設
に
於
℃
か
新
商
三
一
肱

式
組
合
製
締
は
、
更
に
時
代
の
要
求
に
順
醸
す
可
く
、
新
経
峨
宮
式
を
採
ら
な
る
可
ら
診
る
に
至
れ
り
。
(
詮
)

(
註
)
拙
審
議
総
業
経
調
講
話

第
三
十
入
品
哲
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回
二
二

研

究

産
業
絃
舎
の
滋
化
、
在
産
業
組
合
製
織
の
獲
遁

第
三
鵠

九



第
三
十
八
巻

〈
四
ニ
ニ
〉

jiff 

究

産
業
社
舎
の
進
化
し
と
産
業
組
令
製
総
の
鱗
長
選

第
三
猿

九

三
伊
那
式
組
合
製
綜

原
料
持
寄
製
総
た
る
新
南
三
世
式
組
合
製
続
は
マ
-
一
ュ
ア
ァ
グ
チ
ュ
ワ

1
に
類
似
せ
る
制
度
を
以
℃
工
場
制
器
械

製
総
を
行
へ
る
も
の
仁
し

τ、
座
繰
製
紘
よ
り
器
械
製
続
に
移
行
せ
ん
ご
す
る
過
渡
期
に
綴
れ
た
る
経
替
式
た
る
も

の
な
り
。
而
し
℃
幾
程
も
な
く
し
て
業
経
緯
式
を
襲
更
し
て
、
著
者
の
所
謁
伊
那
式
を
採
用
す
る
に
至
り
し
は
泰
西

工
業
界
に
於
け
る
マ
ニ
ェ
ア
ァ
ク
チ
ュ
ワ

1
の
須
央
に
し
て
工
場
制
度
に
超
克
せ
る
さ
、
全
く
其
趣
を
一
に
せ
る
も

の
あ
り
。

伊
那
式
組
合
製
絡
さ
は
、
長
野
腕
上
下
伊
那
雨
郡
下
に
於
け
る
組
合
製
紙
仁
於
て
英
創
設
の
嘗
時
よ
り
行
は
れ
し

も
の
に
し
て
‘
伊
那
地
方
に
於
℃
斯
る
経
皆
式
に
よ
る
組
合
製
総
経
器
が
比
較
的
多
き
が
故
に
、
如
斯
く
命
名
せ
る

も
の
な
り
。

然
れ
を
も
此
の
制
度
は
、
之
に
先
ち
市
三
枇
所
属
の
組
合
に
於
℃
創
見
せ
ら
れ
、
貫
地
に
庭
用
せ
ら
れ
し
も
の
な

h
ソ
。

此
終
答
式
に
於
て
は
組
合
員
各
自
の
産
繭
を
一
定
鑑
別
の
下
に
分
類
し
て
後
、
全
部
を
混
合
し
此
原
料
繭
を
用
む

一
肱
傭
嶋
労
働
者
を
し
℃
繰
総
せ
し
め
、
提
供
せ
る
原
料
繭
の
品
位
さ
一
数
量
ご
に
依
り
℃
生
総
責
上
金
の
分
配
支
梯
を
行

λ
事
さ
な
せ
る
も
の
に
し
て
、
所
謂
原
料
受
附
制
度
古
和
す
る
も
の
之
な
り
。

即
九
此
終
替
式
に
於
℃
始
め
℃
原
料
f
」
枇
労
力
ご
は
会
〈
相
互
的
の
聯
絡
を
絶
つ
に
至
れ
る
も
の
に
し
て
、
鋳
に
新

南
三
枇
式
経
緯
に
比
し
て
一
層
工
場
制
経
緯
ざ
し
て
、
進
化
せ
る
も
の
な
り
ざ
す
。
即
ち
製
続
固
定
資
本
は
組
合
員

の
出
資
金
V
一
以
℃
設
備
せ
ら
れ
允
る
も
の
に
し
℃
、
録
に
組
合
員
は
該
製
総
経
笹
に
封
し
企
業
的
関
係
を
保
持
す
る



さ
共
に
、
主
要
流
通
資
本
さ
し
℃
の
原
料
繭

E
供
給
せ
る
も
の
な
る
が
故
に
、
此
結
に
於
℃
一
層
密
接
な
る
関
係
を

葉
経
緯
上
に
有
す
る
も
の
な
り
。
然
れ
さ
も
其
経
皆
上
の
職
R
T
に
が
、
て
は
雨
者
の
間
完
全
な
る
分
化
を
な
せ
る
も
の

に
し
て
、
組
合
員
は
原
料
提
供
を
、
製
縁
組
合
は
製
続
を
、
各
其
本
務
さ
な
せ
る
も
の
立
り
。
(
詮
)

〈
註
)
拙
者
援
総
楽
町
約
締
議
話

即
ち
此
探
勝
口
式
に
あ
り
屯
は
製
総
よ
り
販
実
に
至
る
迄
.
完
全
な
る
了
生
産
業
ぎ
な
れ
る
が
故
に
、
此
貼
よ
り
観

る
時
は
生
産
組
合
百
円
。
含
庄
一
志
ぬ

gc出回
凸
コ

m
o
r
p
p
)

な
り
さ
解
す
可
き
一
江
市
り
、
生
産
組
合
は
企
業
又
は
家
計
の
補
助
々

成
に
わ
ら
ヤ
し
℃
、
組
合
員
の
企
業
又
は
家
計
の
全
部
を
置
換
せ
る
も
の
に
し

τ、
そ
れ
自
身
一
個
の
皆
利
組
織
さ

な
れ
る
も
の
な
り
。

組
合
製
締
が
工
場
制
度
を
利
め
ら
ざ
し
℃
之
に
移
行
せ
ん
さ
せ
ば
‘
其
到
達
す
可
き
究
極
は
絡
に
助
制
度
即
ち
組

合
の
企
業
化
に
あ
る
も
の
に
し
℃
、
此
蕗
に
於
℃
其
完
を
得
可
主
は
、
蓋
し
論
L

下
る
の
要
な
が
る
可
し
苧
然
れ
A
W

」も

完
全
に
此
制
度
が
行
は
る
、
に
至
ら
ば
、
現
行
産
業
組
合
法
の
異
の
趣
皆
、
こ
は
、
稀
異
れ
る
も
の
た
る
に
至
る
可
主

事
情
も
想
像
せ
ら
る
、
所
な
る
可
し
、
之
れ
本
邦
産
業
組
合
訟
に
於
℃
は
、
所
謂
生
産
業
組
合
を
理
想
さ
な
せ
る
も

の
な
る
が
故
な
り
、

義
諸
家
産
業
組
合
製
総
が
伊
那
式
経
替
三
な
る
や
、
組
合
員
の
産
繭
額
ま
出
資
金
さ
卦
す
る
生
産
設
備
の
利
用
上

に
於
て
、
何
等
の
矛
活
町
生
物
』
止
る
の
み
な
ら
守
、
英
生
産
生
総
の
品
質
は
一
見
に
啓
一
優
良
さ
な
る
さ
共
に
、
其
生

産
能
率
に
於
ー
し
一
暦
培
議
す
る
も
の
ゐ
る
に
宝
れ
り
、
如
斯
〈
に
し
℃
組
合
製
総
は
‘
農
業
の
副
業
終
答
よ
り
・
謙
譲

し

τ、
完
全
な
る
工
場
制
度
を
採
る
事
を
得
可
主
」
に
至
れ
る
込
の
な
り
注
す
。

第
三
十
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品
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二
一
一
一
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究
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養
護
家
産
業
組
合
製
総
が
伊
那
式
経
勝
目
を
芯
る
に
至
り
し
は
、
明
治
四
十
年
前
後
よ
り
の
事
に
し

τ、
大
正
以
後

の
設
立
に
か
、
る
産
業
組
合
製
綿
に
於
℃
は
此
経
管
式
に
よ
れ
る
も
の
多
し
。

前
述
せ
る
が
如
く
製
総
工
業
の
接
展
と
共
に
、
産
業
組
合
製
総
亦
脳
に
行
は
る
、
に
宝
り
し
も
の
に
し
℃
、
産
業

組
合
製
純
愛
護
す
る
や
‘
義
諸
製
続
雨
業
の
品
化
に
伴
う
弊
害
.
自
ら
矯
成
せ
ら
る
町
、
も
の
ゐ
る
が
故
に
、
既
設
産

業
組
合
製
絡
の
多
く
が
時
代
の
進
歩
さ
伴
へ
ろ
経
笹
式
を
採
ら
ご
る
が
鶏
に
、
英
経
持
困
難
・
乙
な
れ
る
に
も
不
拘
歩
、

産
業
組
合
製
総
工
業
亦
盛
に
設
立
せ
ら
る
、
も
の
に
し
て
‘
就
中
養
護
業
後
、
遠
せ
る
木
製
総
工
業
未
だ
之
に
伴
は
診

る
地
方
の
如

3
、
或
は
産
繭
販
買
に
困
難
な
る
地
方
の
如

3
に
於
℃
‘
組
合
製
総
を
以
て
養
護
業
の
利
盆
を
擁
護
せ

ん
す
』
欲
し
新
経
替
式
を
案
出
す
る
も
の
あ
る
に
至
れ
り
。
之
れ
組
合
製
絡
が
新
養
護
地
域
は
交
通
困
難
な
る
地
方
等

に
於
℃
、
出
慨
に
設
立
せ
ら
る
、
所
以
な
り
ざ
す
。
然
り
而
し
て
組
合
製
総
の
設
立
動
機
‘
如
新
会
が
故
に
産
業
組
合

製
綿
の
多
〈
は
所
謂
白
山
誉
回
式
経
替
に
し
℃
、
立
(
賀
選
嬰
守
備
に
至
る
可
主
は
之
が
通
弊
芯
一
式
ム
可
く
‘
其
企
業
及

び
経
笹
式
が
前
越
せ
る
が
如
〈
.
賂
に
「
先
々
の
先
を
取
っ
℃
」
利
を
替

U
可
き
‘
工
場
制
製
総
ご
な
れ
る
芝
、
事

会
〈
調
和
せ
止
る
も
の
あ
り
。
之
れ
現
行
組
合
製
続
の
多
〈
が
、
賂
に
岐
路
仁
立
℃
る
も
の
わ
る
所
以
忍
b
ざ
す
。

如
新
〈
組
合
夫
れ
自
身
が
岐
路
に
立
℃
る
も
の
あ
る
が
故
に
、
組
合
員
の
多
く
が
組
合
の
本
質
に
就
℃
理
解
せ
診

る
は
、
蓋
し
皆
然
な
る
事
に
し
て
、
彼
等
は
組
合
ぞ
以
℃
義
鷲
業
の
自
衛
固
さ
な
し
、
組
合
製
綿
を
目
し
℃
養
護
業

者
た
る
組
合
員
の
嘗
然
占
む
可

3
利
盆
を
、
購
繭
者
又
は
製
総
業
者
に
よ
り
て
搾
取
せ
ら
る
、
、
弊
害
を
防
禦
す
る
‘

唯
一
の
機
関
な
り
さ
解
す
る
者
あ
り
。
如
期
主
事
情
は
組
合
員
を
し
て
替
繭
の
時
期
に
於

τ繭
債
騰
貴
す
る
が
如
き

場
合
に
於
て
組
合
に
謝
す
る
供
繭
を
怠
ら
し
め
市
場
に
隊
員
せ
し
む
可
く
、
事
之
仁
反
せ
ん
か
、
組
合
員
た
ら
止
る



も
の
、
産
繭
を
も
購
入
し
自
家
の
産
繭
な
り
ご
し

τ‘
組
合
に
提
供
す
る
が
如
き
甚
し
さ
利
己
心
の
費
動
を
な
苫
し

む
る
に
至
る
可
し
。
如
新
き
は
産
業
組
合
製
綿
の
経
畿
を
最
も
困
難
に
陥
ら
し
む
る
所
以
に
し
℃
組
合
の
経
営
困
難

を
来
す
や
、
組
合
員
愈
之
よ
り
離
れ
組
合
員
離
れ
℃
組
合
製
総
盆
経
営
難
に
陥
今
、
原
因
は
結
呆
乞
生
み
、
結
果
は

更
に
原
国
た
る
に
至

b
、
窮
況
愈
盆
甚
し
さ
に
至
れ
る
も
の
ゐ
り
。

原
料
受
附
組
合
製
紛
の
経
営
の
良
否
は
、
如
新
く
組
合
員
の
供
繭
の
如
何
仁
携
れ
る
も
の
ゐ
る
が
故
に
、
組
合
に

よ
り
℃
は
或
は
義
務
供
繭
額
を
制
定
し
‘
或
は
金
額
提
供
を
願
行
し
.
或
は
過
怠
金
を
徴
す
る
事
等
に
よ
り
℃
、
如

新

3
弊
官
官
の
防
止
に
努
む
る
も
の
わ
ら
。

然
れ
を
も
如
新
さ
は
、
組
合
製
総
が
阪
に
一
個
の
企
業
た
る
に
至
れ
る
に
不
拘
、
其
終
轡
之
に
伴
ラ
事
を
得
wu
る

が
故
に
生
ヒ
た
る
侠
貼
な
る
も
の
に
し
て
、
設
に
於
℃
が
一
部
に
ゐ
与
℃
は
、
其
将
位
百
式
を
麓
b
℃
組
合
員
の
産
繭

を
時
債
に
よ
り
て
購
入
す
る
制
度
な
採
ら
ん
ご
す
る
も
の
あ
る
に
歪
れ

b
。

鴎
尾
三
枇
式
組
合
製
綿

尾
三
赴
式
養
諸
家
産
業
組
合
製
絡
さ
は
、
製
総
組
合
が
組
合
員
の
生
産
し
た
る
麓
繭
の
議
託
を
受
〈
る
ご
同
時
に
、

買
取
を
な
し
之
に
加
工
し
、
又
は
加
工
せ
守
し
て
、
販
買
す
る
終
侍
制
民
営
採
れ
ろ
も
の
な
り
。
即
ち
組
合
員
の
生

産
せ
る
も
の
に
限
り
、
原
料
繭
の
買
取
り
を
も
行
ム
制
度
た
る
も
の
に
し
℃
、
発
知
麟
に
於
け
る
有
限
責
任
生
総
販

寅
組
合
聯
合
曾
昆
三
一
位
に
所
属
岬
す
る
も
額
回
一
祉
、
一
ニ
州
吐
、
豊
本
一
位
、
資
南
一
枇
、
大
正
舘
、
富
士
舘
等
に
於
℃
行
へ

る
経
倍
制
度
は
金
く
之
に
依
れ
る
も
の
な
ら
。

(
誼
)
尾
三
枇
は
之
が
組
織
沿
目
見
れ
れ
ど
も
・
米

r共
同
版
費
等
の
安
ら
翠
ぐ
ち
に
歪
ら
す
c
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先

産
業
枇
舎
の
進
化
b
」
農
業
組
令
製
総
の
経
連

第
三
務

九
ノ、

然
れ
を
も
該
終
盤
制
度
は
.
之
よ
り
先
熊
本
牒
菊
地
郡
加
水
村
に
於
け
る
有
限
責
任
製
総
販
貢
購
買
利
用
組
合
価

水
枇
、
或
は
神
奈
川
線
高
座
郡
大
津
村
有
限
責
任
信
用
販
責
利
用
組
合
聯
合
曾
漸
進
一
枇
、
或
は
岡
山
鯨
上
房
郡
松
山

村
(
高
梁
町
外
)
に
於
け
る
有
限
責
任
英
一
微
生
総
販
長
生
産
信
用
組
合
等
に
於
℃
行
へ
る
も
の
に
し
工
、
変
知
嬬
組
合

製
絡
の
創
見
に
非
診
る
も
の

44b-o

組
合
製
総
が
生
産
組
合
た
る
一
盛
利
組
織
さ
し
℃
、
企
業
形
態
ご
な
る
や
‘
組
合
員
た
る
養
護
家
も
組
合
を
産
繭

販
貨
の
機
関
さ
な
ヨ
ん
ざ
す
る
に
至
る
も
の
あ
る
は
、
之
れ
自
然
の
数
な
り
さ
一
お
よ
可
し
c

而
し
℃
如
新
さ
機
運
は
、

新
開
養
議
地
方
に
し
て
而
も
交
通
金
融
等
の
諸
機
関
完
全
し
、
潟
に
養
護
家
の
替
利
観
念
が
援
連
せ
る
地
方
に
於
℃
、

醸
成
せ
ら
る
、
も
の
な
る
は
、
詳
論
を
要
せ
診
る
可
し
。
蓋
し
変
知
膝
下
に
於
け
る
組
合
製
総
が
比
経
替
制
度
を
採

れ
る
は
、
最
好
例
詮
ざ
し
て
皐
?
可
き
な
り
J

信
濃
枇
式
組
合
製
締

五
工
場
制
経
替
に
よ
る
利
盆
は
、
探
勝
口
の
健
化
に
よ
り
℃
愈
加
は
る
も
の
に
し

τ.
之
れ
産
業
組
合
製
締
が
、
副
業

的
座
繰
製
締
の
聯
合
よ
り
出
で
℃
、
工
場
集
中
制
製
続
三
な
れ
る
も
亦
之
が
裁
に
し
℃
、
而
し
℃
比
勢
は
更
に
進
み

て
遂
に
共
同
揚
返
共
同
販
貢
を
な
せ
る
、
単
位
組
合
を
し

τ相
集
合
し
℃
聯
合
曾
を
組
織
し
、
更
に
有
力
な
る
経
替

を
な
3
し
む
る
に
亙
れ
・
9
0

碓
氷
社
、
甘
榔
京
社
、
下
仁
田
吐
等
は
産
業
組
合
法
稜
布
以
前
に
於
℃
、
既
に
己
に
産
業
組
合
聯
合
曾
に
相
掛
回
せ
る

事
業
を
な
せ
る
も
の
な
り

5
0
現
今
埼
玉
眠
熊
谷
町
に
於
け
る
埼
玉
枇
、
長
野
牒
上
伊
那
郡
赤
穂
村
に
於
け
る
龍
水

吐
、
同
下
伊
那
郡
鼎
村
に
於
け
る
伊
那
吐
等
は
、
何
れ
も
産
業
組
合
法
に
依
れ
る
信
用
販
寅
組
合
聯
合
曾
た
る
も
の



な
り
。而
し
て
之
等
聯
合
舎
に
所
属
せ
る
軍
位
組
合
(
信
用
販
貰
組
合
、
信
用
販
寛
利
用
組
合
等
)
の
殆
ん
J
W

」
全
部
は
、
前

述
せ
る
伊
那
式
経
緯
口
に
よ
れ
る
も
の
な
ら
。

前
越
せ
る
が
如
〈
戦
迩
経
済
界
に
於
け
る
大
企
業
、
大
経
磐
の
費
議
は
遂
に
議
総
業
界
に
も
及
び
、
或
は
企
業
の

融
合
を
採
り
或
は
企
業
の
合
同
を
策
す
る
者
め
り
、
経
替
の
方
面
に
於
℃
も
其
濃
化
其
合
成
等
を
観
る
に
宝
れ
ら
、

而
し
て
之
等
の
現
象
は
産
業
組
合
製
綴
を
刺
戟
し
て
更
に
大
た
ら
ん
ご
す
る
機
濯
を
促
進
せ
る
も
の
あ
り
ο

時
恰
も
大
正
九
年
に
於
け
る
経
済
界
の
大
不
況
ご
な
り
‘
議
総
救
済
問
題
は
朝
野
共
に
腐
心
攻
究
せ
る
も
の
な
り

き
、
而
し
℃
其
結
果
最
低
緑
慢
の
維
持
さ
、
生
産
制
限
ご
が
策
せ
ら
る
、
ゃ
.
組
合
製
総
ご
し
℃
は
、
資
本
制
制
高
級

ぜ
」
其
基
本
を
異
に
せ
る
が
故
に
‘
新
時
局
封
策
に
封
し
℃
は
‘
極
力
反
讃
の
態
度
を
採
れ
る
も
の
め
り
さ
。

組
合
製
絡
が
明
に
専
業
資
本
主
義
製
繰
に
割
膝
せ
る
も
の
な
り
ご
の
白
畳
乞
生
ヤ
る
に
宝
り
し
は
.
爾
後
の
事
に

し

τ.
長
野
牒
に
あ
り
て
は
伊
那
地
方
の
組
合
制
高
級
家
の
奮
起
す
る
虜
三
な
り
、
龍
水
一
祉
、
伊
那
赴
等
が
盟
主
ご
な

り
、
長
野
牒
内
組
合
製
総
の
大
々
聯
合
を
査
し
、
大
正
九
年
末
よ
り
之
が
喧
慎
に
持
砂
、
遂
に
大
正
十
年
五
月
一
日

申
合
組
合
信
践
抵
の
設
立
協
議
曾
を
開
催
し
.
新
産
業
組
合
法
J

い
準
践
し
℃
、
産
業
組
合
聯
合
曾
の
聯
合
曾
た
る
信

濃
祉
を
創
立
す
る
事
ご
な
せ
り
ο

而
し
℃
信
濃
祉
の
事
業
設
展
す
る
践
に
於
て
は
、
賂
来
或
は
直
輸
出
bz
童
す
る
事
め
る
可
〈
、
或
は
然
ら
w
d

る
昔
、
.

夏
に
販
貢
の
共
同
を
策
し
‘
生
綿
貫
込
問
屋
の
整
離
に
、
或
は
金
融
機
関
ぎ
の
聯
絡
に
於
J
L

、
共
同
の
行
動
を
採
る

に
至
る
可
く
‘
内
生
産
費
の
減
少
に
於
℃
(
共
同
購
入
、
試
験
事
業
の
執
行
等
に
於
℃
)
或
は
養
護
家
ご
の
一
一
層
の
聯

第
一
一
一
十
八
巻

ハ
四
二
七
)

研

究

産
業
批
舎
の
措
由
化
左
産
業
組
合
製
総
の
愛
護

第
三
務

九
七



第
三
十
八
巻

(
四
二
入
〉

lifF 

究

産
業
社
舎
の
進
化
、
♂
産
業
組
合
製
前
酬
の
欝
遁

第
三
務

九
/¥ 

絡
に
於
℃
、
更
に
計
量
ゐ
る
可
き
に
疑
を
容
れ
い
止
る
所
な
・
9
.
不
幸
に
し
℃
爾
後
続
況
不
振
な
る
が
鋳
に
‘
之
等
は

徒
に
理
想
に
絡
り
た
る
が
如

3
も
、
理
想
の
確
定
も
組
合
製
総
ご
し
℃
の
一
大
進
歩
な
り
ご
一
去
は
診
る
可
ら
歩
。

前
越
せ
る
尾
三
祉
の
如

3
も
、
乙
の
形
式
を
理
想
ご
な
せ
る
も
の
な
り
、
然
れ
せ
も
之
れ
亦
一
個
の
理
想
正
し
℃
、

現
賞
は
勝
旗
の
事
た
る
も
の
な
b
o

大
正
十
三
年
四
月
松
本
市
に
於
℃
開
催
せ
ら
れ
た
る
.
第
一
回
全
国
組
合
製
線
大
曾
μ
於
℃
も
全
国
生
総
販
員
組

合
聯
合
曾
設
立
の
件
が
.
協
議
問
題
ご
し
℃
提
出
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し
℃
、
之
れ
亦
如
新
さ
時
代
の
要
求
乞
語
る

‘
も
の
な
り
ざ
す
。

現
今
行
は
る
¥
養
護
家
産
業
組
合
製
級
は
‘
前
越
せ
る
が
如
き
五
経
営
式
を
観
る
も
の
仁
し
℃
‘
業
後
詰
は
ほ
ぼ

以
上
の
形
式
を
埠
へ
る
も
の
な
り
さ
す
。

要
す
る
に
産
業
組
合
製
総
は
、
企
業
の
費
生
せ
立
与
し
、
自
給
自
足
時
代
に
於
け
る
加
工
生
産
の
形
式
な
り
し
家

内
仕
事
に
於
℃
保
有
せ
し
美
結
を
、
工
場
制
緩
鋒
に
於
℃
も
待
ん
ざ
す
る
も
の
に
し
℃
、
組
合
成
立
の
時
期
或
は
組

合
存
在
地
方
の
枇
合
的
、
経
済
的
事
情
の
差
異
に
よ
り
‘
之
に
割
膝
せ
る
経
鋒
制
度
を
生
ヒ
た
る
も
の
に
し
て
、
会

〈
能
く
前
述
せ
る
工
業
経
替
制
度
の
進
化
さ
産
業
一
肱
舎
費
遣
さ
の
闘
係
を
頴
せ
る
も
の
あ
ち
。

従
っ
て
組
合
製
綜
に
し
て
、
未
だ
時
代
の
議
運
に
件
は
詮
る
経
管
制
度
を
採
れ
る
も
の
あ
ら
ん
か
、
業
費
遣
の
如

き
は
婚
に
木
に
繰
ら
て
魚
を
求
む
る
よ
り
甚
し
き
も
の
あ
る
可
し
、
拘
に
枇
合
経
祷
扶
態
の
晴
選
歌
移
に
調
し
℃
は
、

日
に
新
に
し
℃
叉
日
々
新
な
る
経
緯
制
度
ご
‘
企
業
形
態
そ
以
て
、
之
に
皆
ら
止
る
可
ら
止
る
も
の
あ
る
を
費
ゆ
る

叫
も
の
な
り
。


